《Googleレビュー★4点台でも油断禁物の時代へ》
― 評価が高くても選ばれないクリニックにならないために ―
1. 「★4.2は普通」になった現実
かつては★4.0以上で「良いクリニック」とされていましたが、2020年代以降、Google口コミの全体的な評価が上昇傾向にあり、患者の期待値も同様に上がっています。実際、ある医療ポータルサイト調査（2023年）では、口コミ評価が★4.3未満のクリニックは、新患の検索結果において「選択肢から外す」と答えたユーザーが34％に達しています。
つまり「★4.2は“普通”」そして、「★4.5以上が“安心”」となってきているのです。
2. ネガティブレビュー1件のインパクト
たとえ★4.3という高評価であっても、最新の投稿に「受付の対応が悪い」「説明が雑」「流れ作業のようだった」といった★1〜2レビューが、たった1件入っただけで、閲覧者はその印象を強く受けます。Googleは時系列順にレビューを表示するため、直近の悪評がトップに出てしまい、全体のイメージを左右します。

特に、好意的なレビューが古く、悪評が最近に集中している場合、「今は質が落ちている」と誤解され、新患の離脱につながる危険性があります。
3. 高評価でも新患が減る「静かな低迷」
高評価を維持していても、新患の数がじわじわと減っているクリニックが近年増えています。ある都内内科クリニックでは、★4.4を維持していたにもかかわらず、2023年後半に月間新患が前年比で20％減少。
要因を分析したところ、口コミ更新が6ヶ月以上止まっていたこと、かつ最近の★1レビューが目立っていたことが判明しました。

★4点台でも「放置状態」では、他の積極的に評価管理を行っているクリニックとの差がついてしまう。
4. 本当に選ばれるクリニックの特徴
・定期的に良質な口コミ（★4〜5）が入っている
・受付やスタッフ対応への言及が多い（＝院内全体の印象が良い）
・特にネガティブレビューに丁寧な返信がある（スルーは厳禁である）

これらはすべて、患者が「安心して行けそう」と感じる要素です。口コミ対策とは攻めの施策ではなく、　　　信頼の“見える化”です。




5. まとめ：今こそ、守りの口コミ対策を
高評価であっても、それが“過去の評価”であれば、競争の中で埋もれてしまいます。
新患が「今、安心して選べるかどうか」を判断する４ポイントとは‥
❶「評価点数」だけでなく‥
❷「内容」　　喜び、感謝、意外性などの患者のコメント
❸「時期」　　常に新たな★４～５を生み出されている（クリニック全体の目標意識、意気込みと仕組み）
❹「トーン」　ネガレビューに対しては過去指向型ではなく未来志向型のコメント対応

★4点台の今だからこそ！！
“次の1件”に備えることが、
今後の来院数を守るカギとなります。
★4.5以上が安全地帯に時代に変化している
★５でも★１でも平等にレビューアンサーは必須！スルーは厳禁！
★１こそ丁寧な対応が必須！
新しい★１～２が一件、入っただけで影響は出やすい時代に変化
総評価が★4.4でも、定期的に★４～５が入る仕組みづくりが重要
院長とスタッフ全員の接遇力が問われている時代


弊社は2017年から培ってきたビジネスコミュニケーションスキルを基に
“クリニック経営のためのGoogleレビュー対策”を開発しました。
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